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【令和６(2024)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

 A 期待どおりの成果があった 

○ A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

 本研究は、GaN 半導体に希土類元素 Eu を添加し赤色発光デバイスを実現するという研究代表者等に

よる先導的な技術を発展させ、光共振器・フォトン場による発光制御によって①光励起下と②電流励起

下での 100 倍の発光強度増大を実現するとともに、③添加希土類元素として新たに Tm や Er を検討す

ることで、青色及び緑色発光デバイスを実現し、フルカラー化と集積化を目指すものである。 

（意見等） 

上記①についてはマイクロ光共振器を用いて 11 倍の、２次元フォトニック結晶ナノ光共振器を用い

て 16 倍の発光増強を達成、上記②についても電流注入下で共振器モードと結合した Eu 発光の観測に

成功するなど着実な成果を上げているが、目標の発光強度 100倍には届いてない。また、上記③につい

ては Eu添加 GaN 赤色 LEDと InxGa1-xN/GaN 系青色／緑色 LEDを同一サファイア基板上に集積、ディスプ

レイ標準の 105.5%の色域をカバーするフルカラー化と、1,000 pixel per inch の集積化を達成した。

しかしながら、Tm、Tb 添加 GaN については電流励起での発光に成功したものの、集積化は果たせてい

ない。今後は Tm、Tb添加 GaN を用いた青色、緑色 LEDのデバイス実装と、成果の社会実装に向けたス

タートアップの起業に期待する。 

 


